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＜採用を避ける箇所＞

● 排煙ダクト

● 厨房・浴室等の排気ダクト

● VAVユニット・FDの一次側ダクト

● 屋外露出ダクト

● 空調機械室内部のダクト

● 防火区画の貫通部分

● ダクト内で高圧スプレー等による加湿をするダクト

● 使用可能範囲以外でのダクト

＜主要採用箇所＞

● 消音・保温を必要とするダクト系統

● 吹出口（吸込口）消音ボックス

● 屋内露出ダクト

● ファンコイルユニットとの接続

● ぺリメーター廻りのダクト

● 作業工程上で鉄板ダクト+保温施工が困難なダクト

● 改修工事
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マイクロダクトは、空調用ダクトに求められる

「静かな送風」を実現します。

● １工程でダクト工事、吸音工事、断熱工事が完了して、工期短縮が可能です。

● 現場加工も出来るので、改修工事にも最適です。

● マイクロダクトは、吸音材として広く使用されているグラスウールを基材としています

ので、優れた吸音性を有しています。

特 長

① 吸音性・減音性

マイクロダクトは、吸音材として広く使用されているグラ

スウールを基材としていますので、優れた吸音性を有し

ています。

② 断熱性・結露防止性

熱貫流率は1.1[W/(㎡・K)]であり、熱損失を少なくす

ることができますので、空気調和の省エネルギーに貢献

します。

1.8kg/㎡と軽量なので、取り扱いが容易で安全に施工

ができます。また、耐震性にも優れています。

外被材、接続部の専用アルミテープにより、空気漏れがほ

とんどないので空調設備の効率運用に貢献します。

ダクトとして要求される不燃性能を有しており、安心して

採用をいただけます。

軽量で施工及び加工性に優れ、保温材の施工も不要なの

で工期短縮が可能です。

錆・腐食が生じません。 グラスウールはリサイクルガラスを主原料とした環境に

優しい素材です。

内表面は特殊な製造方法により強固かつ平滑な仕様と

し、ガラス不織布を貼って仕上げていますので、鉄板ダク

トと同等の摩擦抵抗係数を有し、同様の設計手法が適用

できます。

静圧５００Pa以下の低圧ダクト用として十分使用できる

耐圧性能を有しています。

※ダクト仕様に応じて補強要

内側に表面材を貼ることにより、繊維飛散しにくい仕様

としています。

基材であるグラスウールは劣化しにくい材料です。

米国では70年以上、日本では50年以上の実績があり、

安心してご使用いただけます。

■ マイクロダクトの主な採用箇所と採用を避ける箇所

■ マイクロダクトが記載された仕様書等

● 公共建築工事標準仕様書 グラスウール製ダクト（円形ダクト）

● 公共建築工事標準仕様書 グラスウール製ダクトボックス

● JIS A 4009 空気調和及び換気設備用ダクトの構成部材

● SHASE-S010 空気調和・衛生設備工事標準仕様書

● 文部科学省 機械設備工事標準仕様書特記基準

● 東京都 機械設備工事標準仕様書

● 名古屋市機械設備工事 設計施工マニュアル公共建築工事標準仕様書補足

● 横浜市建築局監修 機械設備工事マニュアル

③ 安全性 ④ 気密性(空気漏れ)

ダクトに新たな価値を創造します

⑤ 工期短縮 ⑥ 不燃性

⑦ 耐腐食性 ⑧ 環境性

① 圧力損失 ② 耐圧性

③ 繊維飛散防止 ④ 経年変化

安心性能

■ 一般的特性

ダクトに求められる性能をしっかりと有しています

■ マイクロダクトの使用可能範囲

マイクロダクトの特長

＊ この値は補強なしのサプライダクトの許容応力です。
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● 厚さ：25mm

● 長さ：2,000mm

…受注生産品

商品番号
寸法(mm)

内径 幅

重量

(kg/本)

国土交通大臣

認定不燃材料

設計価格

円/㎡ 円/ケース

梱包

(本/

箱)

NM-8569
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空気調和及び換気の低圧ダクト用

● 吸音性・断熱性・気密性に優れています。

● ダクト内清掃が可能です。

● 1工程でダクト工事、断熱工事、吸音工事が完了し、

    工期短縮が可能です。

● 現場加工も出来る為、改修工事にも最適です。

● 吸音性能は通常品より劣りますが、透過損失は向上します。

● JIS A 4009（空気調和及び換気設備用ダクトの構成部材）

規格品。

● 公共建築工事標準仕様書のグラスウールダクト製

    ボックス適合品。

● 表面材:（表面)アルミ箔ガラス糸補強クラフト紙

  （裏面）ポリ貼りアルミクラフト紙（ALKP)

用 途

特 長

空気調和及び換気の低圧ダクト用

● 1工程でダクト工事、断熱工事、吸音工事が

完了し、工期短縮が可能です。

● 現場加工も出来る為、改修工事にも最適です。

● 吸音性・断熱性・気密性に優れています。

● 軽量で露出仕様には最適です。

● JIS A 4009（空気調和及び換気設備用

ダクトの構成部材）規格品。

● グラスウール製円形ダクト(マイクロ丸ダクト)

が公共建築工事標準仕様書(平成31年版)に

記載されました。

● 表面材：（表面）アルミ箔ガラス糸補強クラフト紙

用 途

特 長

MDB加工後

空気調和及び換気の低圧ダクト用

● 1工程でダクト工事、断熱工事、吸音工事が完了し、

    工期短縮が可能です。

● 現場加工も出来る為、改修工事にも最適です。

● 吸音性・断熱性・気密性に優れています。

● JIS A 4009（空気調和及び換気設備用ダクトの

    構成部材）規格品。 ※MDB24、MDB30のみ

● 公共建築工事標準仕様書のグラスウールダクト製

    ボックス適合品。

● 表面材：（表面）アルミ箔ガラス糸補強クラフト紙

用 途

特 長

※「★」は、JIS規格上の呼び厚さに基づいた表示となります。

★

※ 大臣認定書（MFN-1942)取得により、規制対象外のホルムアルデヒド発散建築材料（F☆☆☆☆）となります。

…受注生産品

● JIS A9504 人造鉱物繊維保温版（F☆☆☆☆）

※設計価格につきましては、材料のみの価格(税抜き)となります。

空気調和及び換気の低圧ダクト用

● 吸音性・断熱性・気密性に優れています。

● ダクト内清掃が可能です。

● 1工程でダクト工事、断熱工事、吸音工事が完了し、

工期短縮が可能です。

● 現場加工も出来る為、改修工事にも最適です。

● 吸音性能は通常品より劣りますが、透過損失は向上します。

● JIS A 4009（空気調和及び換気設備用ダクトの構成部材）

規格品。

● グラスウール製円形ダクト(マイクロ丸ダクト)が

公共建築工事標準仕様書(平成31年版)に記載されました。

● 表面材:（表面）アルミ箔ガラス糸補強クラフト紙

用 途

特 長

…受注生産品

製品紹介

※ 大臣認定書（MFN-1942)取得により、規制対象外のホルムアルデヒド発散建築材料（F☆☆☆☆）となります。
● 厚さ：25mm

● 長さ：2,000mm

（裏面）ガラス不織布（黒）

MWD

（裏面）ガラス不織布（透明）

MDB30WWALKP(加工後)

MWDKP

※設計価格につきましては、材料のみの価格(税抜き)となります。
※設計価格につきましては、材料のみの価格(税抜き)となります。

商品番号
密度

(kg/㎥)

寸法(mm)

厚さ 幅 長

さ

重量

(kg/本)

MDB30WWALKP 64 25 1,225 3,000 6.6 6 22.0

入数

枚  ㎡ A9504 A6301 A9521

JIS規格

●

国土交通大臣認定不燃材料

NM-0749

アルミニウムはく張･ガラス繊維クロス･
クラフト紙/アルミニウムはく･

クラフト紙裏張/グラスウール保温版

129,3605,880

設計価格

円/㎡ 円/ケース

商品番号
寸法(mm)

内径 外径  厚さ  長さ

重量

(kg/本)

MWD150KP

MWD200KP

MWD250KP

MWD300KP

MWD350KP

国土交通大臣認定不燃材料

NM-0749

アルミニウムはく張･ガラス繊維クロス･
クラフト紙/アルミニウムはく･

クラフト紙裏張/グラスウール保温版

設計価格

円/㎡ 円/ケース

150

200

250

300

350

２０0

250

300

350

400

２5

25

25

25

25

２,000

2,000

2,000

2,000

2,000

２.1

2.7

3.3

3.9

4.5

入数

(本)

９

６

4

4

4

8,390

10,240

12,060

13,850

15,680

151,020

122,880

96,480

110,800

125,440

商品番号
密度

(kg/㎥)

寸法(mm)

厚さ 幅 長

さ

面積

(㎡/枚) A9504 A6301 A9521

JIS規格

●

●

●

国土交通大臣認定不燃材料

NM-8569

アルミニウムはく･ガラス糸･
クラフト紙張/ガラスペーパー裏張/

グラスウール保温版

設計価格

円/㎡ 円/ケース

● JIS A9504 人造鉱物繊維保温版（F☆☆☆☆）

※設計価格につきましては、材料のみの価格(税抜き)となります。

MDB24

MDB30

MDB9612

25

25

12

2,400

3,000

2,000

3.0

3.7

2.5

重量

（kg/枚)

5.3

6.6

3.4

梱包

(枚/箱)

8

6

13

4,200

4,200

3,450

★

商品番号
寸法(mm)

内径 幅

重量

(kg/本)

国土交通大臣

認定不燃材料

設計価格

円/㎡ 円/ケース

梱包

(本/

箱)

NM-8569

（裏面）ポリ貼りアルミクラフト紙(ALKP)

※「★」は、JIS規格上の呼び厚さに基づいた表示となります。

★
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＜グラスウール製ダクトボックス＞

■ グラスウール製ボックス

● JIS A4009（空気調和及び換気設備用ダクト構成部材）によるグラスウール製ダクト（60K以上のグラス

ウール保温板で、外面はアルミガラスクロス被覆、内面は飛散防止処理）で製作されたものです。

● 不燃認定 NM-8569（グラスウールダクトボード認定番号）

公共建築設備工事標準図

グラスウール製ダクトボックスの例

国土交通省大臣官房庁営繕部監修

｢公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)｣適合品です。

施工例 マイクロダクトボードの使用例

グラスウールダクト工事業者の技術向上および社会的信用の向上を図る事を目的に平成16年に設立しました。

グラスウールダクト工業会では「グラスウール製ダクト標準施工要領書」を作成するとともに、施工技術者の技

術向上のため「グラスウールダクト認定技能士制度」を制定し、技能検定試験を実施して工事品質確保の体制作

りを進めています。

グラスウールダクトの工事は、ぜひとも「グラスウールダクト工業会」会員にご用命くださるようお願い致します。 

詳細につきましては、グラスウールダクト工業会のホームページをご覧ください。

https://www.gwdia.jp

関西国際空港旅客ターミナルビル：カラーアルミ(0.6t)外装仕上げ 大学：塗装仕上げ

植物園：外装 カラー鉄板ラッキング駅舎：外装 カラー鉄板ラッキング

体育館：外装 カラー鉄板ラッキング 競艇場：塗装仕上げ

アネモ用ボックス ブリーズライン用ボックス

施工例／使用例
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1-1 直管の音響減衰量

1-2 マイクロダクト曲管の消音特性

1-3 マイクロダクト分岐部の消音特性

１．音響性能

3．気密性能

2．通風性能

2-1 直管の摩擦抵抗係数

2-2 曲管の形状抵抗係数

＊1. r は曲率半径、a はダクトの長辺 ＊2. r は曲率半径、d はダクトの直径

2-３ 分岐の形状抵抗係数

＊1. A1、A2、A3 は、本管、直通管、分岐管の断面積

＊2. Q1、Q2 は、本管、直通管の通風量

＊3. 鉄板ダクトは、浅い割込み分流としました。

注）マイクロダクトについての詳細データは、マイクロダクトの「技術資料」（日本大学生産工学部建築工学科板本研究室による）をご参照ください。

鉄板ダクトについてのデータは、日本建築学会編「建築学便覧Ⅰ計画」（丸善）、井上宇市編「ダクト設計施工便覧」（丸善）から引用しました。

3-1 漏洩空気量

3-2 マイクロダクトの気密

マイクロダクトの性能
性能と設計の

手引き

（ｄB/m）

（ｄB）

（ｄB）

注1）マイクロダクトの音響特性の詳細については、マイクロダクトの「技術資料」（日本大学生産工学部建築工学科板本研究室による）をご参照ください。 

鉄板ダクトのデータは「建築学便覧Ⅰ計画」、および「ダクト設計施工便覧」(前出)から引用しました。

注2）表中(—)は減衰量は期待できないという意味です。

マイクロダクトの性能
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4．断熱性能

5．耐久性

６．補強材の性能

4-1 熱伝導率

4-2 熱貫流率

ダクト内外の温度は12℃と32℃とし､ダクト内の風速は10m/sとしました。

鉄板ダクトの保温用グラスウールは､アルミクラフト紙貼合せ品と考えました。

マイクロダクトの外表面および鉄板ダクト保温材のアルミクラフト紙側表面の熱伝達率は､アルミ箔の放射率の経時的変化を考えて7W/㎡･Kと扱いました。

マイクロダクトの各種物質に対する耐食性は､下表のとおりです。

注）

注)上記以外の材料を補強材として使用するときは､その断面性能をよく確認してください。

● マイクロダクトの使用にあたっては､アルカリおよびハロゲン族の存在に注意してください。

● この耐久性評価はあくまでグラスウールダクトの裏面及び表面の構成材質に対する耐久性であり、グラスウール

自体は水濡れすると性能低下などがあるため、水濡れ厳禁です。

1．音響設計計算

マイクロダクトを採用する場合の音響設計計算は､

下図のような一般的なダクト系では次の計算式を使用しています。

➊

消音チャンバーの音響減衰量

PWL=10×ℓog10Q+20×ℓog10（−）+C+Bri－12.6 ……………

： 送風量（㎥/min）

  ： 送風機の静圧（Pa）

  ： 送風機の種類と周波数により定まる定数

  ： 羽根の通過音による増大分

  ： 重力加速度9.81m/s

ΔL=10×ℓog10（A/Se） …………………………………………………

  ： チャンバーの出口面積（㎡）

  ： チャンバーの全吸音力（α×Sw）

  ： 内貼材の吸音率

  ： 内貼面積（㎡）

送風機の発生騒音

❷

P
g

2

A…良好

B…大体良い

C…やや劣る

D…劣る

マイクロダクトの設計計算
性能と設計の

手引き

Q

P

C

Bri

ｇ

Se

A

α

Sw

……（１）

……（2）

マイクロダクトの設計計算
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消音エルボの音響減衰

消音エルボの発生騒音

分岐による音響減衰量

ダンバーの発生騒音

長辺と周波数の相乗積によって変化します。

ℓog（f×ℓ）＜1.7のとき ΔL=0dB

ℓog（f×ℓ）＞3.2のとき ΔL=18dB

ℓog（f×ℓ）＝1.7～3.2のとき ΔL={ℓog（f×ℓ）－1.7}×13dB

      ： 消音エルボの音響減衰（dB）

： 周波数（Hz）

      ： 消音エルボの長辺長さ（又は直径）（ m）

PWL＝C＋20×ℓogb＋C´×ℓogV

： 消音エルボの発生騒音（dB）

： 接続するダクトの断面積（㎡）

： 当該部分でのダクト内風速（m/s）

： 周波数ごとの定数

ΔL=－10×ℓog10 …………………………………………………… （3）

SDi ： 考えている支流iの断面積(㎡)

ΣSDi ： n本に分岐された下流部のダクト断面積の合計(㎡)

Lθ

A

V

C

吹出口および吹入口の

発生騒音

PWL=10×ℓogA＋a×ℓogV＋b＋c ………………………………… 

： 吹出口および吸込口の断面積またはネック面積(㎡)

： 吹出口および吸込口面での風速またはネック風速(m/s)

： 吹出口および吸込口の種類により定まる定数

： 吹出口および吸込口の種類による周波数補正値

開口端反射

マイクロダクト直管の音響減衰量

図により求める。

f ： 周波数（Hz）

ℓe ： 円形断面では､直径d（m）

 長方形断面では   ℓx × ℓy（m）√

直管のマイクロダクトで発生音の影響を無視した場合、ダクト内の音響減衰ダクト側壁

を通してダクト外への透過、およびダクト外から側壁を通してダクト内への入射という

3つの現象が考えられる。ここでは、マイクロダクトが拡散音場とみなせる吸音率の小さ

なスペースに設置された場合に、前述の3つの現象を考慮した場合のダクト内の任意の

位置におけるパワ・レベルは下記の（6）式にて求めることができる。

PWLm＝［PWL0−R・ℓ］＋［SPL     −D ＋10ℓog10{L・（1−e   ）/（1−e  ）} ］ ………

ただし、R≧13.0dBのとき

SPL     ＝［PWL0−D1＋10ℓog10{4（1−α）・（S・α）}］＋［SPLb］ ……………………

 R≦12.5dBのとき

SPL  ＝［PWL0−D1＋10ℓog10{4（1−α）・（1−e ）/S・α（1−e  ）}］＋［SPLb］ …… （8）

ここに、 PWLm ： 任意の長さのダクトの一端におけるパワ・レベル。 dB（10   Watt基準）

 PWLo： ダクト設置スペース入口におけるダクト内のパワ・レベル。 dB（10   Watt基準）

SPL  ＝［APL1］＋［SPLb］ ： ダクト内からダクト外へ透過した音の音圧レベルとPWL0＝0のときの

  ダクト周辺の音圧レベルとの和。 dB（0.0002μb基準）

SPL1 ： ダクト内からダクト外へ透過した音の音圧レベル。 dB（0.0002μb基準）

SPLb ： PWL0＝0のときのダクト周辺の音圧レベル。 dB（0.0002μb基準）

R ： 単位長さあたりのダクト内の音響減衰量。 dB/m

k＝0.23R ： 単位長さあたりのダクト内の音響減衰量係数。

D1 ： 単位長さ（1m）につき、ダクト内からダクト外へ透過する場合のパワ・レベル差。 dB

D2 ： 単位長さ（1m）につき、ダクト外からダクト内へ入射する場合のパワ・レベル差。 dB

S ： ダクト設置スペースの表面積。 ㎡

α ： ダクト設置スペースの平均吸音率。

L ： ダクト周長。m

ℓ ： ダクト設置スペース入口からのダクト長さ。 m

ℓ’： ダクト設置スペース入口から出口までの長さ。 m

［ ］＋［ ］ ： エネルギー的加算を示す。

❸

❹

❺ SDi

ΣSDi

ｎ

i=1

ｎ

i=1

❻

❼

ΔL

f

ℓ

PWL 

b

v 

C,C´

PWL=Lθ＋10×ℓog10A＋55×ℓog10V＋C …………………………

： 羽根の角度θ（全開時0°）によるダンパー定数

： ダクト断面積（㎡）

： ダクト内平均風速（m/s）

： 周波数別補正値

A 

V 

a,b

c 

❽

❾

１＋ｂ
2

-k.ℓ -k

１＋ｂ

~ ~

１＋ｂ ~ -k.ℓ’ ~ -k

-12

-12

１＋ｂ

~

……（4）

……（5）

開
口
端
反
射
減
音
量

(dB)

……（6）

……（7）

マイクロダクトの設計計算
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表‐1 マイクロダクトの寸法による R、D1、D2（ P12参照） ❿

マイクロダクト製消音ボックスの音響減衰量

マイクロダクトエルボの音響減衰量

⓫

当該断面寸法のデータがない場合は近似断面寸法のデータを流用します。

表‐2 3ピースエルボの音響減衰量

C ： 周波数による補正係数 f ＞ 250Hzのとき C＝1.0

f ≦ 250Hzのとき C＝0.0035× f

f ： 周波数（Hz）

： ボックスの断面積（㎡）

： 入口の断面積（㎡）

： 出口の断面積（㎡）

： ボックスと断面が同一であるマイクロダクトの音響減衰量（dB/m） （P13 表-1）

： ボックスの長さ（m）

ΔL＝C×［10×ℓog10{0.25×（1＋−）×（2＋−）}2＋10×ℓog10（−）R×L］ ………… （9）
a

b

b’

a

b

b’

a

b

b′

R 

L

室の吸音効果⓬ ΔL＝−10×ℓog10（ ）−10×ℓog10（    ）−10×ℓog10n］ ……………………… （10）
4πr2

4

R

Q

： 音源の指向係数（下図）

： 音源と受音点との距離（m）

： 室定数 R＝Sα/（1−α）

： 室表面積（㎡）

： 室内平均吸音率

： 音源の個数

Q

r

R

S

α

n

音の合成⓭ SPL＝10×ℓog10（Σ10 ） ………………………………………………………… （11）

N ： 合成される音の個数

SPLi ： 合成される個別の音（dB）

0.1×SPLi

ｎ

i=1

(dB)

マイクロダクトの設計計算
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計算例

P18に示したダクト系において、ダクトへ挿入する各周波数ごとの騒音（B点での騒音）を別表のように置くとき、

吹出口（E、F点）での騒音レベルを例算します。直管部分の計算は音響設計計算の項（6）〜（8）式により、

分岐部は単純な引算で行います。

ここでダクトの周長は、400×250mmは1.3m、250×250mmは1.0mであります。

設置空間の全表面積は天井裏の高さを0.5mとして、（8×12）×2＋（8＋12）×2×0.5＝212㎡であります。

マイクロダクトの性能値、計算に使用した値を表‐4に、計算表を表‐3に示します。

表-3 音響設計計算表

表-4 設計計算に使用した値

つまり、B点で71dB（A）あった騒音は、マイクロダクトを使用することによって41dB（A）に減音されたことになります。

２．抵抗計算

マイクロダクトの直管部分の圧力損失は、下記のようなダルシー・ワイスバッハの式により計算します。

ΔP＝λ・ ・ ≒λ・ ・ ………………………………………（1）
ℓ

d

γv

2

2 ℓ

d

v

1.67

2

： 圧力損失（Pa）

： 摩擦抵抗係数

     ： ダクトの長さ（m）

     ： ダクトの直径（m）

     ： 空気の比重量（kg/㎥）

     ： ダクト内の風速（m/s）

     ： 重力の加速度9.8m/s

角ダクトの場合には、（2）式によって相当直径deを求めd＝deとして計算します。

〔a・bは長・短辺の長さ（m）〕

ΔP

λ

ℓ

d 

γ

v

g 2

de＝1.3× …………………………………………………………（2）
（ab)

(a+b) 2

5
1/8

また、曲管・分岐などの局部での圧力損失は、（3）式により計算します。

ζ：形状抵抗係数

マイクロダクトの摩擦抵抗係数、および形状抵抗係数は、通風性能の項を参照してください。

ΔP＝ζ・ ≒ ζ ・ ………………………………………………（３）
γv

2

2 v

1.67

2

マイクロダクトの設計計算
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計算例

1．直管の摩擦抵抗

2．曲管の圧力損失

3．分岐部の圧力損失

400×400mmの角ダクト、長さ5m、風速4m/sについて例算します。（λ＝0.023）

相当直径de=1.3×  ＝1.3× =0.437m
（ab)

(a+b)

5

2

1/8

（0.4×0.4)

(0.4+0.4)

5

2

1/8

圧力損失ΔP=λ・   ・   ＝0.023× × ＝2.53Pa
ℓ

d

γv

2

2 5

0.437

1.2×4

2

2

角ダクト（アスペクト比＝1.0 矩形400×400）90° 3ピースエルボ（ζ＝0.53）に

ついて例算します。風速は4m/sとします。

ΔP=ζ・    ＝0.５3× ＝５.1Pa
γv

2

2 1.2×4

2

2

なお、ここで式（1）＝（3）としてℓを求めると ℓ＝ となる

このℓを曲管を直管に読み替えたℓ’ （相当長さ）を求めることができます。

400×400の90° 3ピースエルボの相当長を例算します。

ℓ’ = ＝10.07m（90°エルボは直管の10mに相当することを意味します）
0.53×0.437

0.023

ΔP=0.023× × ＝５.1Pa
10.07

0.４３７

1.2×4

2

2

となります。

分岐部の形状抵抗係数は形状によって変化するだけでなく、本管、直通管、分岐管

の面積比、流量比によっても変化します。

本管が400×400、直通・分岐管とも200×200、本管の風速が4m/s、直通管の

流量比が0.6の場合の圧力損失を例算します。

P8の2-3から、形状抵抗係数は直通管0.03、分岐管1.04を使用します。

本管直通側の圧力損失

本管分岐側の圧力損失

ΔP=ζ・    ＝0.03× ＝1.7Pa
2 1.2×9.6

2

2
γv

2

ΔP=ζ・    ＝1.04× ＝25.6Pa

2 1.2×6.4

2

2

マイクロダクト系の抵抗の略算法

マイクロダクト系の抵抗の概略計算には右表を利用して

ください。

吹出口（吸込口）から、値を求めようとする位置までの

表各要素の抵抗の総和がその位置での抵抗（全圧）です。

表 マイクロダクト系構成要素1個当たりの抵抗(Pa)

3．気密性計算

マイクロダクトに通風するときの全漏洩空気量は、下記式によって計算します。

q＝Σ2（ai＋bi）×ℓ・i ci＋Σei

q ：

ai,bi ：

ℓi ：

ci ：

ei ：

ダクト系での全漏洩空気量（㎥/min）

ダクトiの長辺および短辺の長さ（m）

ダクトiの長さ（m）

ダクトiにおけるダクト壁の単位面積当りの漏洩空気量（㎥/min・㎡）

ダクト系内にあるダンバーなど器具の漏洩空気量（㎥/min）

マイクロダクトのダクト壁の単位面積当りの漏洩空気量は、気密性能の項を参照してください。

丸ダクト（直径di）のときは上式によりマイクロダクト系での全漏洩空気量は、通風量の0.005％以下と求められます。

注）一般に送風量の10％にも達する鉄板ダクト系での空気漏れは、メインダクト、枝管、およびダンパーなどの器具からの、各々2〜4％づつという空気漏れの総和です。

従って、枝管をマイクロダクトに置換しますと、系全体の空気漏れは0.005％以下に改善されます。

計算例

図のようなダクト系について各種設計の例算をします。

部屋の大きさ：１２m×8m 天井裏高さ：50cm

このダクト系での空気漏洩量（㎥/h）を算出します。
q ＝Σ2（ai＋bi）×ℓ・i ci＋Σei
＝2.6×4.2×10-3×60＋（3.9＋6.0＋3.0＋3.0）×4.2×10-5×60
＝0.655（鉄板ダクト系）＋0.040（マイクロダクト系）＝0.695㎥/h

マイクロダクト系のみの空気漏洩率は次のようになります。
（0.040÷2000）×100＝0.002％

この値のようにマイクロダクトを使用すると空気漏洩は極めて少量で
あることがわかります。

マイクロダクトの設計計算

γv

2

ζ・d

λ
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4．断熱性計算

マイクロダクトの熱損失(熱取得)は、下記式によって計算します。

qd :

γ :

Q :

Δt :

K :

S :

ℓ :

qd=0.24γQΔ

ダクトの熱損失(熱取得)量(W/h)

空気の比重量(kg/㎥)

ダクトの通風量(㎥/h)

ダクトの始点でのダクト内外の温度差(°C)

ダクトの熱貫流率(W/㎡・K)

ダクトの周長(m)

ダクトの長さ(m)

マイクロダクトの熱貫流率は、1.10W/㎡・Kです。鉄板ダクトの場合の値は、

断熱性能の項を参考にしてください。

( )1－e
K・S・ℓ

0.24γQ

計算例

前頁(P18)に示したダクト系について計算します。

※1 冷房期を考えて、ダクトの周辺温度32℃、ダクト内部温度を12℃とします。
※2 ※3 断熱性能の項参照。

① 鉄板系（AB）の熱損失

qd=0.2４×1.2×2000×20 1-e    ＝62.0W/h
1.19×1.3×2

0.24×1.2×2000

② マイクロダクト系の熱損失

qd=0.2４×1.2×2000×20 1-e    
1.10×1.3×3

0.24×1.2×2000

+0.2４×1.2×2000×20 1-e   +０．２４×1.2×2000×20    1-e
1.10×1.0×9

0.24×1.2×2000

1.10×1.0×3

0.24×1.2×2000

=353.9W

ダクト系全体では、62.0＋353.9＝415.9Wの熱取得となります。
この熱取得による吹出口の温度上昇は

Δt=    ＝             ＝0.61℃
ｑd

0.34×Ｑ

415.9

0.34×2000

と求められます。
つまり冷房に必要な空気温度はほとんど上昇することなく給気されることとなります。

5．強度設計計算

角ダクトの補強のない場合の強度計算は、次式で行います(正圧)。

p=83400× ×ｇ

p ：

σ ：

a ：

g ：

ダクト内全圧（Pa）

許容応力（kg/c㎡）

ダクトの長辺の長さ（cm）

重力加速度9.8（m/s ）

σ

a 2

P1８のダクト系において400×250mmの許容応力はσ＝0.96kgf/㎠(P2)ですから

p=83400×    ×9.8=490Pa
0.96

40 2

と求められます。また、250×250mmダクトは同様に1176Paと求められます。

この式による値を超えた全圧で使用するときは補強材を外巻補強してください。

補強材（      50×25×5×3×0.5t以上）で外巻補強するサプライダクト（角ダクト）の辺の長さと許容圧の

関係については下図をご参考ください。

ダクトの長辺(mm)

サプライダクトの辺の長さと許容圧の関係図

負圧（リターンダクト）のときは、式中のσ（許容応力）は0.96×0.7＝0.67kg/c㎡として計算します。

なおこの0.7は負圧で使用する場合の荷重種類に関する係数です。

上図をリターンダクト（補強材による内巻補強）に利用する場合は、全圧を静圧に、

また、辺の長さは0.8倍した値に読み替えてください。

※1 ※2

※3

※3

※3

マイクロダクトの設計計算

2



※設計価格につきましては、材料のみの価格(税抜き)となります。

品 番

MDSTOOL G(金色工具)

MDSTOOL S(銀色工具)

MDSTOOL P(紫色工具)

MDSTOOL C(丸工具)

MWD CUT (MWDカッター）

V型薄切り用

メス型スリップジョイント用

オス型スリップジョイント用

丸ダクトシップラップ用

丸ダクト切断用(刃渡り800mm)

41,250/個

41,250/個

41,250/個

8,750/個

40,00０/本

MDSTP 75(角ダクト用)

MDSTP 50(丸ダクト用)

★
品 番 厚さ（μm) 設計価格(円/ケース)

50

50

21 22

計算例

最も一般的な矩形直管ダクトの制作方法として多く用いられる“1枚どり”について、

製作の手順を写真により解説します。

ダクトボードの硝子繊維面に線引きをした後、

この線が工具の中心となるように定規を当て、

金色工具で3カ所の溝切りをします。

ダクト内寸法の4辺合計値に210mmを加算

した長さにダクトボードを切断し40mmのフ

ラップを作ったあと、この部分を銀色工具で

メス型にカットします。

フラップと直角方向のダクトの一端を銀色

工具でメス型にカットします。

他の一端を紫色工具でオス型にカットします。 アルミ箔フラップを重ねステイプルを打ちこみ

ます。

専用テープで接合部をヘラを使って完全に摩

擦圧着させます。

1. 許容範囲を超える風速(角ダクトは13m/s、丸ダクト15m/s以上)、

および全圧(角ダクトは490Pa、丸ダクトは590Pa以上)では、

    使用しないでください。

3. VAV等より一次側でご使用になる時は、ご相談ください。

4. 許容範囲を超える温度では、使用しないでください。

5. 屋外での使用は避けてください。

6. コンクリートに直接触れないようにしてください。

7. ダクトの吊り込み後は、ハシゴを掛けたり、上に乗ったりしないで

    ください(施工後は注意ラベルを良く見える箇所に貼付してください)。

8. 施工後、使用に当っては、30分程度の予備通風を行ってください。

9. 水濡れは厳禁です! 濡れた場合は使用しないでください。

2. FD、VD以前の上流側でご使用の時は、ダンパーを全閉状態での

    空調機の運転はしないでください。

使用上の注意

➊ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

● マイクロダクトテープは､耐熱､耐寒､耐久

性はもちろん､作業性も定評ある専用アル

ミテープです。

● 30数年の実績を誇るマイクロダクト専用

アルミテープは､｢MICRODUCT｣（マイ

クロダクト）と刻印しています｡

    よって､官公庁用をはじめ､設計､施工管

理のチェックが容易です。

● アルミ箔の厚さ 0.05mm

● テ ー プ の 幅 75mm / 50mm

● 粘  着 力 5.49N/cm以上

● 保  持 力 1.5mm/24hrs以下

特 長

性 能

グラスウールダクトにとってテープシールは最重要です。

マイクロダクトの施工には必ず専用アルミテープをご使用ください。

マイクロダクトの加工･組立／関連部材

※設計価格につきましては、材料のみの価格(税抜き)となります。

幅（mm) 長さ（m/巻) 入数（巻)

75

50

50

50

12

18

78,750

78,750

用  途 設計価格(円)



マグ･イゾベール株式会社

〒102-0083

東京都千代田区麹町3丁目7番地（サンゴバンビル）

Tel.03-3288-6636 Fax.03-3288-7362

hｔｔｐｓ：//www.isover.co.jp

製品に関するお問い合わせ

マグ･イゾベール コールセンター フリーコール受付時間 AM10:00～12:00 PM1:00～3:00 ※平日のみ

TEL FAX0120-941-390 0120-941-391
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